
所 属 林政部 県産材流通課

担当(係)名 生産企画担当 内線 ３０１５

新 間伐材等未利用森林資源のエネルギー活用
＜長期構想推進重点政策枠事業＞

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

４，５００ 一般財源 4,500 委託料 3,900

（前年度 ０）

２ 背 景 ・ 現 状

木材を巡る国際情勢の変化等により、化石燃料から木質バイオマス燃料へ、また、
パルプの原料となるチップも外材から国産材へと転換が進んでいる。
これらの原料として、建築廃材や製材所残材が活用されてきたが供給量にも限界
があるため、間伐時に林地に残されている木材等の活用に大きな期待がよせられて
いる。
しかし、これら森林内の未利用材を安定的かつ低コストに利用する仕組みができ
ていない。

３ 事 業 目 的

間伐等の過程で林内に残されたＣ・Ｄ材を低コストで収集し、製紙用チップから
木質燃料まで幅広く利用するための循環利用システムを考案する。徳山ダム上流の
森林資源などの活用が期待できる揖斐地域において、ビジネス化に向けたモデル事
業の実施について検証を行う。

４ 事 業 概 要

○関係者・有識者による協議会の開催
○森のエネルギー利用計画（仮称）の策定、モデルの方向性や規模、候補地の選
定、参加事業体等の検討
○原料収集量調査、ペレット製造技術調査等（調査委託、有識者からの助言）

※Ａ材：直材 Ｂ材：曲がり材、短尺材 Ｃ・Ｄ材：小径木、枝、根元材等

（款）６農林水産業費 （項）５林業費 （目）(3)県産材流通対策費
（明細書事業名）○木材生産流通対策費
森のエネルギー利用推進事業費


